
第１回流山市通学区域審議会（令和３年８月２４日～９月１７日）意見及び回答一覧

ＮＯ 氏名 通学区域について 回答 その他 回答

1 長岡　みつ江

流山市教育委員会としてのＥ案でよいと思いま
す。

教育委員会も同様に考えております。
貴重な御意見ありがとうございました。

通学路の安全が一番気になるところです。（交通
量、不審者等）

【通学路の安全について】
通学路の安全については、防犯面を含め、各関係
機関と連携し、開校に向けて必要な対策をしてい
きます。

2 長谷部　年春

Ｅ案に賛成する。学級数が他案に比較して大きな
差がないため。

教育委員会も同様に考えております。
貴重な御意見ありがとうございました。

3 小林　常男

児童数、学級数のバランスがよく、南流山第二小
学校は増改築が可能等でのＥ案を推奨します。

教育委員会も同様に考えております。
貴重な御意見ありがとうございました。

通学路は歩道と車道を分離して最悪でも車道との
境界には柵の設置をお願いしたい。

【通学路の安全について】
通学路の安全については、防犯面を含め、各関係
機関と連携し、開校に向けて必要な対策をしてい
きます。

4 遠藤　由樹

新住民のほとんどを残し、以前からの住民を動か
すというのは、エネルギーのいることかと思いま
す。Ａ－１案のウェリスを今の南流山小に残すのは
どうか。

【ウェリスについて】
委員おっしゃるとおり、以前からの住民の心情は
お察しいたします。一部のマンションだけを別の学
区として対応することで、人数的な課題は解決で
きると想定できますが、地域を学区を分断すること
や、今後市内の別の場所で、マンションが建設さ
れたときに、同じように学区を設定することは難し
いと考えるため、一部のマンションだけを別学区に
することは、現在のところ考えておりません。

Ｅ案でいくなら、現在の正門は通用門として、南門
を正門として立派にするといいと思います。

貴重な御意見ありがとうございました。

5 大舘　昭彦

Ｅ案が適当である。
・市野谷小学校とは違い、南流山第一、第二小学
校は、隣接して建設される。よって、どちらに通学
することになっても、通学に対して大きな差は生じ
ない。
・スタート時点からのバランスがいいことと、併せ
て今後増加するであろう南流山地区の児童増を
考えたとき、第二小は教室を増やすことが可能で
あり、木地区の一部を学区として抱えておく方が
よいと考える。
・学級数が二校とも同じように増加していく。５０近
いような学級数は、可能な限り、ない方がよいの
ではないか。

教育委員会も同様に考えております。
貴重な御意見ありがとうございました。

・境界もはっきりしており、わかりやすい。
・木地区の未整備地部分は、今後、かなりの増加
が見込まれるであろう。そのことへの対応は考え
ておくことが必要である。

教育委員会も同様に考えております。
委員おっしゃるとおり、未整備地については転入
者があるものとして算出しております。
貴重な御意見ありがとうございました。

6 國井　紀子

Ｅ案がいいと思った。人数が増えた場合、受け入
れてくれる、または増やせる（教室）ことがよいと思
う。

教育委員会も同様に考えております。
貴重な御意見ありがとうございました。

交通量の多い地域なので、通学路の安全性を見
直したりもした方がいいのかもしれないと思いま
した。

【通学路の安全について】
通学路の安全については、防犯面を含め、各関係
機関と連携し、開校に向けて必要な対策をしてい
きます。

（仮称）南流山第二小学校
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（仮称）南流山第二小学校

7 佐々木　真木子

Ｅ案で賛成です。地区名で分かりやすく分けられ
ているＡ－１案もよいと思いましたが、南流山第二
小が大きくなりすぎ、バランスが悪いです。そし
て、木地区はまだまだ人口の増加が考えられるの
で、Ｅ案のように混在していれば増加に対応がで
きると思いました。

教育委員会も同様に考えております。
貴重な御意見ありがとうございました。

8 林　修司
Ｅ案の通学区域に賛同します。 教育委員会も同様に考えております。

貴重な御意見ありがとうございました。

9 小泉  勲

・Ｅ案でもよいと思いますが、街区木１１４～１２０が
飛地になっており、気になります。
・Ａ－１案ですが、字で分かれており、すっきりして
いてよいと思います。地域としては字が境になって
いる方がよいのではないでしょうか。（南流山方面
は地域の実情がよくわかりませんが）

【木地区１１４～１２０街区について】
Ｅ案の１１４～１２０街区は木となっておりますが、通
学路の安全から道路で区切っております。今後、
許可区域の設定などについては、通学区域審議
会で議論していきます。

10 石井　孝浩

Ｅ案でいいと思います。 教育委員会も同様に考えております。
貴重な御意見ありがとうございました。

質問：現在の南流山小と南流山中校舎一体で、南
流山小としては、児童数２３００人規模の学校で
は、やはり学校経営・実務的にも難しいのでしょう
か。

【学校の規模について】
流山市では、概ね４８学級を超えてしまうと、学校
運営上支障が出てくると考えています。そのため、
学校自体は分ける必要があります。

11 龍田　進

・Ｂ案が通学区、学校の境界がはっきりしていてよ
い。
・学校への通学路が大きな道路がない。
・南流山小学校の学級数が増えることが心配です
が、安全第一である。

委員おっしゃるとおり、南流山小学校と（仮称）南
流山第二小学校を縦に分けることで学区境とする
と、通学路の安全も比較的良いと考えております。
しかしながら、木地区は区画整理地区ということ
で、今後も児童数が増えていくことを想定しており
ます。そのため、教育委員会が進めている概ね４８
学級以内を大きく上回ることとなります。

・南流山第二小学校の名ですが、第二ではなく、
町名で「木小学校」等考えたらと思う。
・家族で今まで通学していた場合、兄弟・姉妹で学
校が変更する状況が出る場合、ご父兄によく説明
する機会が必要である。

【学校名について】
来年度を目途に、校名アンケートを実施する予定
ですので、その結果を受けてから決定します。
【兄弟姉妹案件について】
可能な限り、兄弟で別々の学校とならないように
したいと考えております。

12 宮原　京子

私はＥ案が良いと思います。理由は令和６年度、
令和９年度の児童数、学級数のバランスが良いと
いうことです。今後木地区には未整備地が残って
おり、児童の増加が予想されるが、南流山第二小
学校は改築等で教室を増やすことが可能であるこ
とから、対応できるのが良いと思います。新設校の
学区域が、南側に木地区の一部が含まれるが、そ
の面積も少ないわけではなく、大きい道路で分か
れており、わかりやすいと思います。これらのこと
からＥ案が良いと思います。

教育委員会も同様に考えております。
貴重な御意見ありがとうございました。

流山に新設校が短期間に、小学校３校、中学校２
校ができるおおたかの森駅周辺の現状がある一
方で、南流山駅周辺は同じように児童・生徒数の
急激な増加があるが、地盤等の事情で新校舎は
建たないが、小学校が二校隣り合わせになるとい
うのは珍しいと思います。この特性を生かした独
自の教育ができるのではと考えます。姉妹校とし
ての交流等々、また南流山は市の中で最も都心に
近く交通網の発達が素晴らしい拠点であることに
誇りを持って新しい学校づくりにご努力していた
だきたいと思います。

委員おっしゃるとおり、地域地域の特性を生かせ
るような取り組みを研究していきたいと考えます。
貴重な御意見ありがとうございました。
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13 髙西　由紀

南流山小と第二小が隣接することは、とてもおも
しろいことだと思っております。流山の活性化すば
らしいですね。通学区域Ｅ案で可能と思いました。
両校の発展を願うとともに、行事など車の保護者
の立ち入りなど、協力し合いながら学んでいく必
要があると感じました。

委員おっしゃるとおり、地域地域の特性を生かせ
るような取り組みを研究していきたいと考えます。
貴重な御意見ありがとうございました。

14 安江　裕子

（仮称）市野谷小学校の意見で申し上げたように、
児童数と学級数のバランスが最重要点と考えてい
るので、教育委員会が推されているＥ案がよいと
思う。それ以外は４８～５２学級にもなるところがあ
り、これは多すぎると思う。
学区が南流山地区と木地区１１４～１２０街区が離
れているデメリットは、市野谷小のときの「許可区
域」を設定することで解決できないか。

【木地区１１４～１２０街区について】
Ｅ案の１１４～１２０街区は木となっておりますが、通
学路の安全から道路で区切っております。今後、
許可区域の設定などについては、通学区域審議
会で議論していきます。

15 小野寺　克文

流山市教育委員会が提案するＥ案に賛同します。
理由
・隣接する南流山小学校とのバランスのとれた、両
校の学校運営が最大条件であり、Ｅ案での配慮が
条件として満たしていると思料いたします。

教育委員会も同様に考えております。
貴重な御意見ありがとうございました。

木地区の一部（木１１４～１２０）について飛地となる
区域があり、通学路、防犯面での配慮が必要であ
ること。

【通学路の安全について】
通学路の安全については、防犯面を含め、各関係
機関と連携し、開校に向けて対策をしていきます。

【木地区１１４～１２０街区について】
Ｅ案の１１４～１２０街区は木となっておりますが、通
学路の安全から道路で区切っております。今後、
許可区域の設定などについては、通学区域審議
会で議論していきます。


